
広
報

1
平成１６年（２００４）

－毎月１日・発行－

Main Contents

■新年のごあいさつ……２～３

■今年は申年……４～５

No.397

月 1日

お正月を前にまきば保育園で「もちつき大会」が行われました。

新年あけましておめでとうございます
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の
進
行
や
国
際
化
・
情
報
化
に
加
え
、
地
方
分
権
の
一
つ
と
し
て
三
位
一
体
の
改
革
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
時
代
の
転
換
期
に
あ
る
こ
と

を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
毎
日
で
あ
り
ま
す
。

　

行
政
に
お
き
ま
し
て
も
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
克
服
す
べ
き
多
く
の
課
題
を
抱
え
様
々
な
変
革

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
国
の
方
針
の
推
移
に
注
目
し
将
来
の
展
望
や
検
証
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
農
業
畜
産
部
門
で
の
日
本
一
の
誕
生
、
ふ
く
し
ま
縦
断
駅
伝
大
会
で
の
力
走
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
部
門
に
お
け

る
全
国
・
東
北
大
会
で
の
活
躍
、
甲
子
の
剣
桂
が
全
国
巨
木
百
選
に
選
ば
れ
る
な
ど
明
る
い
話
題
が
あ
り
ま
し
た
の
も
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

  

今
年
は
冷
害
を
克
服
し
引
き
続
き
、「
強
い
経
済
力
・
若
者
が
定
着
で
き
る
・
夢
を
語
れ
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
第
二
次
総
合
振
興
計
画

を
柱
と
し
、
村
民
福
祉
の
向
上
と
文
化
の
誇
り
高
い
「
高
原
公
園
都
市
に
し
ご
う
」
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
村
観
光
の
中
心
と
な
る
甲
子
地
区
で
は
、
国
道
二
八
九
号
甲
子
大
橋
の
完
成
に
続
き
、
甲
子
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
平
成
十
九
年
度
の

開
通
を
目
指
し
急
ピ
ッ
チ
で
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
西
郷
第
二
中
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
、
校
舎
周
辺
環
境
整
備
事
業
の
完
成
や
二
年
計

画
の
近
隣
公
園
整
備
も
平
成
十
六
年
度
に
完
成
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、「
羽
太
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
」
の
販
売
は
約
八
十
区
画
の
契
約
予
約
が

成
立
し
て
お
り
、
熊
倉
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
よ
り
着
工
し
平
成
十
九
年
度
完
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
十
七
年
度
に
は
、
ほ
場
整
備
事
業
の
中
を
通
り
羽
太
地
区
と
国
道
二
八
九
号
を
結
ぶ
新
し
い
ル
ー
ト
が
拓
け
、
村
道
嫁
塚
線
と
し
て
開
通
す

る
見
通
し
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

  

西
郷
村
は
、
日
光
国
立
公
園
・
豊
か
な
田
園
地
帯
・
新
幹
線
新
白
河
駅
周
辺
の
都
市
地
域
の
三
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
日
の
西
郷
村

の
基
礎
は
多
く
の
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
先
人
の
努
力
に
対
し
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
成

果
を
基
礎
と
し
て
「
よ
り
美
し
く
」、「
よ
り
豊
か
な
」
二
十
一
世
紀
型
の
暮
ら
し
と
環
境
が
実
現
で
き
ま
す
よ
う
、
全
力
で
村
政
に
当
た
る
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。

   

国
内
は
も
と
よ
り
全
世
界
が
平
和
で
あ
る
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

西　

郷　

村　

長　
　

佐

藤

正

博

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成
十
六
年
の
新
春
を
、
皆
様
お
揃
い
で
お
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

村
民
の
皆
様
に
は
、
村
政
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
年
を
迎
え
一
段
の
飛
躍
を
期
し
て
、
清
新
の
気
が
み

な
ぎ
る
の
を
覚
え
ま
す
。

  

御
承
知
の
と
お
り
、
低
迷
す
る
経
済
の
中
、
現
在
の
社
会
情
勢
は
少
子
高
齢
化

謹
ん
で

新
春
の
ご
祝
詞
を

申
し
上
げ
ま
す
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昨
年
四
月
に
村
議
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
新
た
な
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
り
村
民
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
、
様
々
な
村
政
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
心
を
新
た
に
し
て
我
が
村
の
飛
躍
の
年
に
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
産
業
、
経
済
、
雇
用
の
情
勢
は
依
然
と
し
て
低
迷
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
行
政
に
対
す
る
需
要
も
そ
の
量
、
質
と
も
ま
す
ま
す
複
雑

多
様
化
し
て
お
り
、
少
子
化
対
策
、
環
境
問
題
、
高
齢
化
社
会
を
見
越
し
た
福
祉
対
策
等
克
服
す
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
も
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
税
収
が
減
少
す
る
中
で
景
気
刺
激
の
た
め
公
共
事
業
な
ど
財
政
出
動
を
拡
大
し
た
た
め
、
い
ま
や
国
債
の

残
高
は
六
百
四
十
三
兆
円
に
上
が
り
、
国
民
一
人
当
た
り
約
五
百
余
万
円
の
借
金
を
抱
え
る
計
算
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
借
金
は
、
将
来
の

税
金
で
返
済
さ
れ
る
た
め
、
世
代
間
の
不
公
平
感
や
、
年
金
制
度
の
改
革
も
財
源
確
保
を
は
じ
め
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
国
民
の
年
金
不
安
は

払
拭
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
地
方
分
権
推
進
一
括
法
の
施
行
、
税
源
委
譲
、
補
助
金
削
減
、
地
方
交
付
税
見
直
し
な
ど
地
方
税

財
源
の
「
三
位
一
体
」
の
改
革
が
い
よ
い
よ
具
体
的
な
数
字
と
し
て
示
さ
れ
、
各
自
治
体
と
も
正
念
場
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

私
ど
も
議
決
機
関
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
後
創
意
工
夫
を
重
ね
、
村
民
皆
様
方
の
期
待

に
応
え
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
夏
の
記
録
的
な
日
照
不
足
と
低
温
で
、
本
村
の
基
幹
作
物
で
あ
り
ま
す
水
稲
を
は
じ
め
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
今
年
は
、「
米
は
命
」。
こ
ん
な
テ
ー
マ
で
国
連
が
「
国
際
こ
め
年
」
を
宣
言
い
た
し
ま
し
た
。
農
業
は
食
料
供
給
だ
け
で
な
く
、
国
土
の

保
全
や
、
水
資
源
の
涵
養
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
“
い
の
ち
”
を
育
む
も
の
で
す
。
農
業
は
ま
ぎ
れ
も
な
く

生
命
産
業
で
あ
り
、
今
年
こ
そ
は
、「
豊
作
に
」
と
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
、
西
郷
村
民
一
万
九
千
余
名
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御

多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

西
郷
村
議
会
議
長　
　

相

川

義

髙

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
の
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
村
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
、
謹
ん
で

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
村
政
に
対
す
る
暖
か
い
御
理
解
と
絶
大
な
る

御
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
年
、
西
郷
村
で
年
男
・
年
女
を
迎
え
ら

れ
る
方
は
約
一
、四
六
三
人
。

　
「
皆
さ
ん
が
一
年
を
健
康
で
元
気
に
過
ご

さ
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
心
か
ら
願
い
、
申
年

生
ま
れ
の
六
名
の
方
々
に
今
年
一
年
の
抱
負

な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

平成４年生まれ

伊勢野孔志くん（上新田）

①海にいってつりをした 

い。

②うちの猫のけが（事故

の）がなおった。
③宝くじの一等があたってだいふごうになってい

る。

④近所に遊園地を作ってほしい。

①今年は、6 年生になるの

で、 や る 事 を 一 つ 一 つ

しっかりやりたい。

②たくさんのロードレース
に出て、走ったことが楽しかった。

③ピアノで色々な曲をすらすら弾けていたらいい

な。

④文化しせつを増やしてほしい。事故のない村に

なってほしい。

平成４年生まれ

遠田ちひろさん（川谷）

①
今
年
の
抱
負
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
た
い
こ
と
は
？

②
昨
年
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
は
？

③
十
二
年
後
の
申
年
の
自
分
を

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い

④
こ
れ
か
ら
の
村
へ
望
む
こ
と

は
？

六
人
へ
の
四
つ
の
質
問

あ
な
た
は
、
ど
ん
な
年
に

し
た
い
で
す
か
？

今
年
は

年



�　Ｈ１６．　１．　１

　昔から猿は、金性の陽として、お金に

「申
さる

」のあれこれ

生まれ年 男 女 計
平 成 ４ 年 94　 107　 201　
昭 和 55 年 128　 127　 255　
昭 和 43 年 162　 127　 289　
昭 和 31 年 179　 140　 319　
昭 和 19 年 114　 80　 194　
昭 和 ７ 年 65　 89　 154　
大 正 ９ 年 13　 35　 48　
明 治 41 年 0　 3　 3　

計 755　 708　 1,463　

西郷村の申年生まれの人数
（平成15年12月１2日現在）

①何事にも新鮮な気持ちを

思い出して、行動したい。

②家族全員、健康で一年間

無事に過ごせたこと。
③何にも今と変わらない生活をしていると思う。

④住みやすい村の環境

①ケガや病気をせずに毎日

仕事や遊びにがんばりた

いです。

②幼い頃の夢だった水泳の

先生になれた事 !! カナ !?

③明るくおもしろい家族に囲まれていたいです

ね。

④村民の声を第一に考え、自然も大切にする西郷

村になってほしいです。

①家の中では元気なお母さ

ん。今年は外に向けて元

気をアピール！

②平凡な喜びですけれど
も、いやなことがあっても子供からの一言で忘

れてしまうことが度々ありました。

③60歳はずっと先の事の様で…。元気な申婆ちゃ

んで居たいです。

④おいしい水。やさしい景色大好きです。いつま

でも変わらずに…。

①還暦旅行、書道をする。

健康増進に犬の散歩に毎

日行くこと。

②海の日に妻と夏山の涸
からさわ

沢

　奥穂高に登ったこと。人気のある紅葉の乳頭温

泉に入ってきたこと。

③同世代の人達と年数回旅行をし、ガーデニン

グ、家庭菜園をしている。

④今後も道路の路肩に花を植栽する。村内の幹線

道路で通学歩道がないところを整備する。村に

リフレッシュできる公園か庭園があること。

昭和 55 年生まれ

橋本亜紀さん（大平）

昭和 43 年生まれ

渡辺道広さん（下新田）

昭和 31 年生まれ

上石美佐子さん（米）

昭和 19 年生まれ

齋藤紘隆さん（川谷）

縁があり夫婦和

合、子孫繁栄の

守り神として広

く知られていま

す。
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皆
さ
ん
が
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
よ
く
耳
に
す
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
や
経
済
成
長
率
、
景
気
動
向
指
数
と
い
っ

た
も
の
は
、
統
計
調
査
の
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

も
の
で
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
の
教
科
書
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
で
統
計
は
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な
い
よ
う

で
い
て
、
統
計
は
私
た
ち
の
社
会
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
た
統
計
を
適
時
的
確
に
提
供
す
る
た
め
、
現
在
の
村

の
人
口
の
推
移
や
産
業
、
教
育
な
ど
、
村
民
生
活
に
身
近
な

統
計
デ
ー
タ
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

西
郷
村
の
人
口
っ
て

増
え
て
る
の
？

　

い
つ
も
広
報
誌
の
最
後
の
ペ
ー

ジ
上
段
に
掲
載
し
て
い
る
「
人
口

と
世
帯
数
」。
こ
こ
３
ヶ
月
だ
け

を
み
て
も
ひ
と
月
に
50
人
前
後
増

え
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
10
月
１
日
現
在
の

人
口
。
調
査
年
毎
に
並
べ
て
み
る

と
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

老齢人口

15.5％

生産年齢人口

66.4％

年少人口
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不　詳
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1
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227
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380

416
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795
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704

553

620

608

573

526

1

男

9,379 人

総数 18,642 人

女

9,263 人

グラフ１■人口の推移 資料）国勢調査（平成 15 年のみ現住人口調査）

グラフ２■年齢別人口 資料）国勢調査（平成 12 年）

数字論より

統計勘より

ま
す
（
グ
ラ
フ
１
）。

　

平
成
14
年
に
調
べ
た
人
口
増
加

率
は
県
内
90
市
町
村
で
１
位
。

総
務
省
の
試
算
で
も
２
０
３
０
年

（
今
か
ら
26
年
後
）
の
増
加
率
も

高
く
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
年
代
が
多
い
の
？

　

グ
ラ
フ
２
の
年
齢
別
人
口
を
見

る
と
各
世
代
の
人
口
が
分
か
り
ま

す
。
男
女
と
も
40
歳
台
が
最
も
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
３
で
は
、
年
少
・
生
産

年
齢
・
老
齢
の
各
人
口
の
割
合
の

推
移
が
分
か
り
ま
す
。
西
郷
村
で

は
、
わ
ず
か
な
が
ら
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
福
島
県
の
指
標
で
は
、
県
内

他
市
町
村
と
比
べ
、
年
少
人
口
の

割
合
が
３
番
目
、
生
産
年
齢
人
口

割
合
が
２
番
目
に
多
く
、
他
市
町 昭和 45 年 昭和 50 年 昭和 55 年 昭和 60 年 平成２年 平成７年 平成 12 年

10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%
老齢人口（65 歳以上）

生産年齢人口

（15 ～ 64 歳）

年少人口（0 ～ 14 歳）

グラフ３■年齢３区分人口の推移 資料）国勢調査

昭和 45 年

昭和 50 年

昭和 55 年

昭和 60 年

平成 ２ 年

平成 ７ 年

平成 12 年

平成 15 年

0 5,000 10,000 15,000 20,000
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18,642

19,226
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※さらに詳しい統計情報を知りたい場合は村のホームページでご覧下さい。　http://www.vill.nishigo.fukushima.jp

昭和 60 年 平成２年 平成７年 平成 12 年

合　計

第一次産業 708

第二次産業 3,855

第三次産業 4,535

9,098 人

第一次産業 719

第二次産業 3,797

第三次産業 4,068

8,584 人

第一次産業 978

第二次産業 3,406

第三次産業 3,170

7,554 人

第一次産業 1,330

第二次産業 2,897

6,880 人

第三次産業 2,653

グラフ４■産業別就業者の推移

資料）国勢調査

耕　種　計
（農業生産額計） 養　蚕 畜　産 農業粗

生産額

平 成 9 年 223　 -　 126　 349　

平成 10 年 227　 -　 116　 343　

平成 11 年 220　 -　 111　 331　

平成 12 年 184　 -　 114　 298　

平成 13 年 190　 -　 111　 301　

単位：千万円グラフ５■農業粗生産額等の推移

平成 11 年 平成 12 年 平成 13 年 平成 14 年 平成 15 年

熊倉小学校

男 190　 187　 201　 199　 204　

女 215　 218　 211　 206　 213　

計 405　 405　 412　 405　 417　

小田倉小学校

男 281　 294　 283　 312　 308　

女 259　 256　 245　 264　 281　

計 540　 550　 528　 576　 589　

米小学校

男 79　 78　 85　 87　 94　

女 111　 111　 99　 91　 88　

計 190　 189　 184　 178　 182　

羽太小学校

男 37　 37　 36　 35　 39　

女 25　 30　 29　 32　 33　

計 62　 67　 65　 67　 72　

川谷小学校

男 38　 37　 36　 34　 30　

女 45　 44　 40　 43　 42　

計 83　 81　 76　 77　 72　

合　計 1,280　 1,291　 1,265　 1,303　 1,332　

平成 11 年 平成 12 年 平成 13 年 平成 14 年 平成 15 年

西郷
第一中学校

男 208　 203　 187　 160　 141　

女 168　 158　 167　 173　 180　

計 376　 361　 354　 333　 321　

西郷
第二中学校

男 165　 137　 145　 132　 145　

女 174　 165　 151　 136　 136　

計 339　 302　 296　 268　 281　

川谷中学校

男 25　 23　 25　 18　 20　

女 21　 25　 29　 23　 19　

計 46　 48　 54　 41　 39　

合　計 761　 711　 704　 642　 641　

資料）学校基本調査 資料）学校基本調査

４月１日現在 ４月１日現在グラフ６■各小学校児童数 グラフ７■各中学校生徒数

　

産
業
別
就
業
者
の
推
移
（
グ

ラ
フ
４
）
を
見
る
と
第
一
次
産
業

者
（
農
業
な
ど
の
生
産
者
）
の
就

業
者
数
が
減
少
し
、
第
三
次
産
業

（
サ
ー
ビ
ス
業
）
が
増
加
し
て
い

る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　

農
業
粗
生
産
額
等
の
推
移
（
グ

ラ
フ
５
）
を
見
て
も
徐
々
に
減
っ

て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。
ち
な

み
に
耕
種
計
と
は
、
米
や
麦
な
ど

の
穀
物
、
野
菜
、
果
物
な
ど
の
生

産
総
額
の
こ
と
で
す
。

　

グ
ラ
フ
６
・
７
は
各
小
中
学
校

の
児
童
数
・
生
徒
数
で
す
。
こ

の
よ
う
な
デ
ー
タ
も
調
べ
て
い
ま

す
。

　　

他
に
も
様
々
な
統
計
の
デ
ー
タ

が
あ
り
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
便
利
な
デ
ー
タ
も
皆
さ
ん

の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。

　

調
査
員
が
お
伺
い
し
た
際
は
、

是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

資料）福島県農林水産統計年報

西
郷
村
の
人
っ
て

ど
ん
な
仕
事
し
て
る
の
？

村
に
比
べ
若
い
人
が
多
い
元
気
な

村
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
グ
ラ
フ
に
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
西
郷
村
は
出
生
率

も
県
内
１
位
な
ん
で
す
。

他
の
学
校
の
児
童
数
が

知
り
た
～
い
！
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み
ん
な
で
た
の
し
い

               

お
も
ち
つ
き

　年末を控えた 12 月中旬に幼稚園、保育所でもちつき大会
が行われました。はじめてもちつきを行う子供たちも多く、
千本杵でもちをつき、おもちを丸めてひと足早くお正月の準
備をしていました。

　みずほ保育園では、おゆうぎ会が開かれまし

た。子供たちは、ステージで子ぶたのおどりや

仮面ライダーの劇などを披露しました。お父さ

んやお母さんたちは、この日のために毎日練習

してきた子供たちの微笑ましい演技に目を細め

ていました。

	 	 	 	

じょうずにできたよ 11/28
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　青少年交流推進実行委員会主催、郷の風夢工房

主管の「第 11 回郷の風音楽会」が村文化センタ

ーで行われました。「トロンボニストと歌手達の

ふれあいコンサート」では、ソプラノやバリトン

歌手とトロンボーン、ピアノの息のあった「星に

願いを」などが演奏され、会場を訪れた人たちは

美しいアンサンブルに聴き入っていました。

音楽ファンを魅了

　毎月８日は、ごはんの日です。

　この日、福島県米消費拡大推進連絡会議が、

ジャスコ白河西郷店において、米消費拡大を目的

としたごはんの日の PR としてふくみらいサンプ

ル米を配布しました。

　入口前では、ライシーホワイトから買い物客に

サンプル米計 500 袋が手渡され、突然のプレゼ

ントに喜んでいました。

おいしいごはんを食べよう

12/8

１１/30

　クリスマスを前に子供たちに作ることの楽しさ

や、工夫する喜びを伝えようと、白河西郷あそび

の学校実行委員会では、「あそびの学校」をジャ

スコ白河西郷店で開催しました。約 60 名の親子

が参加し、松ぼっくりと折り紙やプリンカップな

どを使い、お父さん、お母さんの手を借りながら

手作りのミニツリー

12/ ７

20 年のハーモニー

　創設 20 周年を迎えた「コーラスにしごう」

の記念コンサートが村文化センターで行われま

した。手話を交えた「しあわせの歌」で開幕し、

「コスモス」「君をのせて」などのレパートリー

を披露しました。また、国内外で活躍する三人

のアンサンブルグループも出演し、20 年目の

節目に花を添えました。

12/6

約１時間かけて手作

りの可愛いクリスマ

スミニツリーを完成

させました。
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こ
ん
に
ち
は
。
私
た
ち
は
小
田
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。

　

男
子
部
員
23
名
・
女
子
部
員
13
名
で
日
々
の
練
習

に
汗
を
流
し
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

小
田
倉
ミ
ニ
バ
ス
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
最
後
ま
で
あ

き
ら
め
な
い
」
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
す
。
ど
ん
な
と
き
に

も
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
る
大
切
さ
を
、
指
導
者
・
保
護
者
一
体
と
な
っ

て
こ
れ
か
ら
も
教
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
８
年
・
９
年
に
は
２
年
連
続
で
全
国
大
会
に

も
出
場
し
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
、
皆
様
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
ご
厚
情
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、

心
身
共
に
健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
目
指
し
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
新
入
団
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
楽
し

い
仲
間
と
さ
わ
や
か
な
汗
を
一
緒
に
か
い
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

小
田
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
長　
　

金
澤　

靖

小
田
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ガ
ン
バ
レ
！
み
ん
な
の

▲明るく、楽しく、元気良く！毎日頑張ってマス！　

第
⑦
回

　

村
消
防
団
に
新
た
な
戦
力
と
し
て
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車
は
、
山
林
火
災
や
水
利

の
な
い
場
所
の
中
継
送
水
に
お
い
て
元
ポ
ン
プ
と
し
て
有

効
な
車
で
す
。

　

十
二
月
十
二
日
に
佐
藤
村
長
か
ら
消
防
団
長
へ
引
き
渡

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
第

三
分
団
第
一
班
（
米
行
政
区
）
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
長
の
徳
田
進
さ
ん
は
、「
消
防
団
は
普
段
予
防

消
防
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
ひ
と
た
び
火
災
や
行
方

不
明
者
の
捜
索
、
八
・
二
七
災
害
の
よ
う
な
災
害
が
お
き

た
時
に
は
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
新

た
な
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
装
備
し
て
、
更
に
地
域
を

守
り
、
村
民
の
生
命
財
産
を
守
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
。」
と
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地域の守りは、おまかせあれ

第
三
分
団
第
一
班
の
団
員
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オレオレ詐欺に注意せよ。
　電話を使い、子、孫等を装って現金を指定口座に振り込ませようとする、「オレオ
レ詐欺」が多発しています。
　県内では、11 月 13 日現在で 42 件、被害総額は約 2,800 万円となっております。
今後も様々な手口による犯罪の発生が懸念されております。
  次のようなオレオレ詐欺の手口と被害（者）の防止対策を参考にしてください。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

○
名
前
を
聞
き
ま
し
ょ
う
！

　
　

名
乗
ら
な
い
電
話
に
対
し
て
は
、
ま
ず
名

　

前
を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ち
ら
か
ら
名
前
を
言
わ
な
い
で
！

 　
　
「
＊
＊
か
い
？
」
と
言
え
ば
相
手
は
「
そ

　

う
＊
＊
だ
よ
。」
と
な
り
、
相
手
の
思
う
つ

　

ぼ
に
な
り
ま
す
。

○
一
人
で
悩
ま
な
い
で
！

　
　

必
ず
家
族
で
も
親
戚
で
も
友
人
で
も
誰
か

　

に
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
警
察
に
一
報
し
て
！

　
　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
と
思
わ
れ
る
電
話
が
あ
っ

　

っ
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
あ
る
い
は

　

交
番
、
駐
在
所
へ
一
報
く
だ
さ
い
。

○
近
隣
と
連
携
し
て
！

　
　

近
所
の
お
年
寄
り
等
と
話
す
際
、
オ
レ
オ

　

レ
詐
欺
に
つ
い
て
話
題
に
出
す
な
ど
、
地
域 

　

一
丸
と
な
っ
た
被
害
防
止
対
策
を
推
進　

し

　

ま
し
ょ
う
。

  

昇
進
に
伴
う
自
社
株
購
入
を
装
う

　

オ
レ
だ
け
ど
、
昇
格
出
来
そ

う
な
ん
だ
、
そ
れ
で
自
社
株
を

持
た
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
今
日

中
に
＊
＊
万
円
必
要
な
ん
だ
振

り
込
ん
で
！

         

借
金
返
済
を
装
う

　

お
宅
の
娘
さ
ん
、
私
の
会
社
か

ら
＊
＊
＊
万
円
借
り
て
い
る
。

　

今
日
が
期
限
だ
、
返
済
が
な
け

れ
ば
東
京
で
働
か
せ
る
か
ら
、
今

日
の
○
○
時
ま
で
＊
＊
万
円
振
り

込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

交
通
事
故
を
装
う

１　

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
オ
レ
だ
よ
、
オ
レ
、

　

今
交
通
事
故
を
お
こ
し
て
相
手
の
車

　

の
修
理
代
を
払
わ
な
い
と
帰
れ
な
い

　

銀
行
が
閉
ま
る
前
に
振
り
込
ん
で
よ

２　

オ
レ
だ
け
ど
、
交
通
事
故
を
起
こ  

　

し
て
、
相
手
の
人
が
入
院
し
た
の
で

　

お
金
が
か
か
る
。
大
至
急
送
っ
て
！

        
事
件
を
装
う

　

喧
嘩
し
て
相
手
の
人
に
け
が

を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
治
療
代

と
示
談
金
を
払
わ
な
い
と
い
け

な
い
。
今
す
ぐ
振
り
込
ん
で
！
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寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

事
業
（
第
２
回
）
の
お
知
ら
せ

　

在
宅
で
生
活
す
る
寝
た
き
り
等
の
高
齢

者
の
方
や
、
身
体
障
が
い
者
の
方
の
寝
具

類
の
衛
生
向
上
を
図
り
、
居
宅
生
活
で
の

就
寝
の
快
適
化
と
健
康
保
持
の
促
進
を
目

的
に
年
２
回
行
っ
て
お
り
、
こ
の
た
び
２

回
目
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
健
康
推
進
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
利
用
で
き
る
方

　

西
郷
村
に
住
所
が
あ
り
、
居
宅
す
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
、
40
歳
以
上
の

重
度
身
体
障
が
い
者
の
方
（
障
害
程
度
が

１
、２
級
）
で
あ
っ
て
、
次
の
一
つ
に
該

当
し
、
家
庭
に
お
い
て
は
寝
具
類
の
洗
濯

乾
燥
が
困
難
な
方
。

⑴
高
齢
者
の
方

　

・
要
支
援
以
上
に
認
定
さ
れ
た
方
。

　

・
１
人
暮
ら
し
の
方
（
た
だ
し
、
世
帯

が
別
で
も
同
居
の
方
が
い
る
場
合
や

同
一
敷
地
内
に
家
族
が
住
ん
で
い
る

場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。）

　

・
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
。

⑵
重
度
身
体
障
が
い
者
の
方

　

・
寝
た
き
り
の
重
度
身
体
障
が
い
者
等

の
方
。

　

・
１
人
暮
ら
し
の
方
（
た
だ
し
、
世
帯

が
別
で
も
同
居
の
方
が
い
る
場
合
や

同
一
敷
地
内
に
家
族
が
住
ん
で
い
る

場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。）

　

・
身
体
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
の
重
度

身
体
障
が
い
者
の
方
。

●
対
象
と
な
る
寝
具
及
び
利
用
料
金

（
別
表
参
照
）

　

・
寝
具
の
区
分
ご
と
に
２
枚
ま
で
と
し
、

合
計
３
枚
ま
で
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

・
健
康
布
団
、
特
種
布
団
類
、
パ
ジ
ャ

マ
類
は
対
象
外
で
す
。

　

・
対
象
寝
具
以
外
は
実
費
と
な
り
ま

す
。

各課直通電話番号

お
知
ら
せ

●歯科医　休日当番日
  1.11 岩 谷 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-4363
  1.12 海 野 歯 科 医 院（西郷村）☎ 25-7474
  1.18 か た の 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-8833
  1.25 河 島 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-2739
  2. 1 国 馬 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 45-2781

●今月の納税

村 県 民 税（第４期）
国民健康保険税（第７期）
介 護 保 険 料（第７期）

２月２日（月）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（防災交通・生活環境） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行 政 サ ー ビ ス セ ン タ ー 31-2237 農 業 委 員 会 事 務 局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西 郷 村 土 地 改 良 区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー 25-5121 学 校 給 食 セ ン タ ー 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  1.11 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  1.12 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
  1.18 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
  1.25 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  2. 1 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060

●内科医　休日当番日（白河地区）
  1.11 あ り が ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 21-1311
  1.12 宇 都 宮 ク リ ニ ッ ク（西郷村）☎ 31-1570
  1.18 大 高 内 科 胃 腸 科（白河市）☎ 24-1456
  1.25 小 崎 内 科 医 院（白河市）☎ 23-3765
  2. 1 片 倉 ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 27-2770

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や

場所の案内をします。）別表）対象となる寝具及び利用料金

区　　分 種　　類 料金

掛 布 団 類
綿 布 団 260 円
羊 毛 布 団 470 円
羽 毛 布 団 500 円

敷 布 団 類
綿 布 団 260 円
羊 毛 布 団 470 円
羽 毛 布 団 500 円

毛 布 類
綿 毛 布 90 円
羊 毛 毛 布 180 円
二 重 毛 布 180 円

寝 巻 類 丹 前 150 円
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●
改
正
時
期

　

手
帳
の
み
で
割
引
適
用

平
成
15
年
12
月
１
日
㈪
～

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
時
の
割
引
適
用

平
成
16
年
１
月
20
日
㈫
～

●
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
し
な
い
場
合
…
①
手

帳
、
②
登
録
を
希
望
さ
れ
る
自
動
車
の

自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）、
③
運
転

免
許
証
（
障
害
者
ご
本
人
が
運
転
さ
れ

る
場
合
の
み
）、
④
お
手
持
ち
の
割
引

証
（
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
返
納

し
て
く
だ
さ
い
。）

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
ご
利
用
の
場
合
…
①
手
帳
、

②
登
録
を
希
望
さ
れ
る
自
動
車
の
自
動

車
検
査
証
（
車
検
証
）、
③
運
転
免
許

証
（
障
害
者
ご
本
人
が
運
転
さ
れ
る
場

合
の
み
）、
④
お
手
持
ち
の
割
引
証
、

⑤
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
（
原
則
と
し
て
障
害

者
本
人
名
義
の
も
の
に
限
り
ま
す
。）、

⑥
登
録
を
希
望
さ
れ
る
自
動
車
に
取
り

付
け
ら
れ
た
車
載
器
の
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載

器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書
」

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課（
地
域
福
祉
係
）

新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

　
　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

　
　
　
　

保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に
！

　

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運

営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
、
日
本
に
住
む

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加

入
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
は
、

や
が
て
訪
れ
る
長
い
老
後
の
収
入
を
約

束
し
て
く
れ
る
唯
一
の
年
金
制
度
な
の
で

す
。

　

ま
た
、
老
後
の
保
障
だ
け
で
な
く
、
病

気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
り
、
亡
く
な

ら
れ
た
と
き
に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い

が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
ま
す
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
将
来
の
安
心
の

た
め
に
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

　

福
島
社
会
保
険
事
務
局
白
河
事
務
所

☎
２
７
─
４
１
６
１

　

住
民
生
活
課

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

　
「
平
成
15
年
５
月
中
旬
か
ら
９
月
上
旬

ま
で
の
間
の
低
温
及
び
日
照
不
足
に
よ
る

天
災
」
が
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
さ
れ
、

被
害
農
林
漁
業
者
等
と
認
定
さ
れ
、
被
害

農
林
漁
業
者
等
と
し
て
市
町
村
長
の
認
定

を
受
け
た
方
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
と

し
て
保
険
料
免
除
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
を
申

請
す
る
場
合
に
は
、
申
請
書
に
市
町
村
長

が
発
行
す
る
被
害
農
林
漁
業
者
等
と
認
定

さ
れ
た
被
害
認
定
書
の
写
し
を
添
付
し
、

国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
申
請
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

　

福
島
社
会
保
険
事
務
局
白
河
事
務
所

☎
２
７
─
４
１
６
１

　

住
民
生
活
課

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
届
け
出
を

　

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、
１
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

前
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
り
、
火
災

等
で
焼
失
し
た
場
合
は
、『
家
屋
滅
失
届

出
書
』
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
を

さ
れ
な
い
場
合
は
、
課
税
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
建
て
替
え
な
ど
で
村
の
家
屋
調

査
員
が
、
取
り
壊
し
た
家
屋
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
場
合
や
法
務
局
に
滅
失
登

●
実
施
日

　

・
回
収　

２
月
16
日
㈪
・
17
日
㈫

　

・
納
品　

２
月
23
日
㈪
・
24
日
㈫

●
申
込
み

　

健
康
推
進
課
に
あ
る
申
請
書
に
記
入

し
、
２
月
２
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

 

健
康
推
進
課（
地
域
福
祉
係
）

有
料
道
路
の
障
害
者
割
引
制
度

　

今
ま
で
の
割
引
証
を
廃
止
し
、
新
た
に

割
引
の
有
効
期
間
を
記
載
す
る
手
続
き
を

行
っ
た
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳

（
以
下
「
手
帳
」
と
い
い
ま
す
。）
の
み
で

割
引
適
用
に
な
り
ま
す
。

　

旧
制
度
（
割
引
証
と
手
帳
）
で
の
通
行

は
、
平
成
16
年
５
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。
全
て
の
方
が
新
規
に
手
続
き
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
ご
利
用
の
方
も
所
定
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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油
流
出
事
故
に
注
意

　

冬
本
番
を
迎
え
、
家
庭
で
も
灯
油
等
を

取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
次
の

点
に
注
意
し
、
油
流
出
事
故
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

油
流
出
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

１　

点
検

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
に
異
常
は
な

い
か
、定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

２　

取
扱
い
上
の
注
意

○
給
油
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
使
用
後
は
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク
な
ど
を

完
全
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

３　

事
故
発
生
時
の
対
応

○
油
が
流
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た

ら
、
直
ち
に
布
な
ど
で
回
収
し
、
河

川
へ
流
出
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

河
川
等
に
流
入
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
ま
た
は
河
川
等
に
油
が
流
れ
て
い
る

の
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
下
記

ま
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

住
民
生
活
課

　

県
南
地
方
振
興
局

　

県
民
環
境
部
環
境
グ
ル
ー
プ

☎
２
３
─
１
４
２
０

記
さ
れ
た
場
合
は
、『
家
屋
滅
失
届
出
書
』

の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を

売
買
、
相
続
な
ど
を
さ
れ
た
方
は
、『
未

登
記
家
屋
の
「
現
に
所
有
す
る
者
」
の

申
出
書
』
を
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
提
出
す
る
届
出
書
等
に
つ
い

て
は
、
固
定
資
産
係
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。

　

提
出
す
る
際
に
必
要
な
書
類
な
ど
に
つ

い
て
は
、
左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

税
務
課

平
成
16
年
度　

償
却
資
産
（
固

定
資
産
税
）
の
申
告
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
及
び
家
屋
の

ほ
か
、
償
却
資
産
も
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
に
所
有
す
る
事
業
用
資
産
に
つ
い

て
、
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

●
償
却
資
産
と
は

　

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
、
農
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
事
業
を
営
ん
で
い
る
方

や
、
駐
車
場
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付

け
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
使

用
し
て
い
る
構
築
物
・
機
械
・
工
具
・
器

具
・
備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、「
事

業
の
た
め
に
使
用
す
る
」
と
は
、
所
有
者

が
そ
の
償
却
資
産
を
自
己
の
営
む
事
業
の

た
め
に
使
用
す
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
事

業
と
し
て
貸
し
付
け
る
場
合
も
含
ま
れ
ま

す
。

●
申
告
す
る
必
要
が
あ
る
方

　

平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
、
村
内
に
償

却
資
産
を
有
す
る
個
人
又
は
法
人
で
す
。

平
成
15
年
中
に
資
産
内
容
に
異
動
が
な
い

場
合
や
課
税
標
準
額
の
合
計
が
免
税
点
未

満
（

150
万
円
）
で
課
税
さ
れ
な
い
場
合
で

も
申
告
は
必
要
で
す
。

●
申
告
書
の
提
出
期
限

　

事
務
処
理
の
都
合
上
、
１
月
21
日
㈬
ま

で
に
提
出
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

申
告
書
は
、
平
成
15
年
12
月
中
旬
に
、

申
告
の
案
内
を
同
封
し
て
郵
送
し
ま
し
た

が
、
村
内
で
新
規
に
事
業
を
始
め
た
方
な

ど
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
固

定
資
産
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

税
務
課

西
郷
村
文
化
協
会

20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

２
月
14
日
㈯

　
　
　
　
　

開
場
13
時　

開
演
13
時
30
分

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

●
内
容

　

第
１
部
『
綾
乃
ひ
び
き
＆
か
の
う
銀
河

“
西
郷
の
郷
に
響
け
、
心
の
歌
”』

　

第
２
部
『M

erry M
ay

“
音
楽
の
泉
”』

■
問
合
せ

西
郷
村
文
化
協
会
20
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

パソコン　コピー機　ルームエアコン　応接セット　レジス
ター　看板　自動販売機　舗装路面　……など

農 業 田植機　脱穀機　コンバイン　コンベアー　
など

小 売 業 陳列棚・陳列ケース　日よけ　など

飲 食 業 テーブル　イス　厨房用具　冷凍冷蔵庫　な
ど

理 美 容 業 理容・美容椅子　洗面設備　など

不 動 産 貸 付 業 門・塀・緑化施設等の外溝工事　自転車置き
場　駐車場の舗装　など

建 設 業 パワーショベル　ブルドーザー　大型特殊自
動車　発電機　など

償却資産の例
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■
問
合
せ　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
─
５
２
１
─
０
９
９
９

福
島
県
未
組
織
労
働
者
融
資
制
度

　

県
で
は
、
労
働
組
合
の
な
い
職
場
で
働

く
方
を
対
象
に
、
生
活
や
教
育
、
住
宅
購

入
な
ど
に
必
要
な
資
金
を
低
利
で
融
資
し

て
い
ま
す
。

●
融
資
対
象　

労
働
組
合
の
な
い
商
店
、

会
社
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
方
で
、
市

町
村
勤
労
者
互
助
会
ま
た
は
中
小
企
業

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
会

員
の
方
。
※
他
に
、
労
働
金
庫
の
融
資

基
準
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
融
資
限
度　

生
活
資
金
100
万
円
、
カ

ー
ド
ロ
ー
ン
100
万
円
、
教
育
資
金
200
万

円
、
住
宅
資
金
１
、０
０
０
万
円

●
返
済
期
間　

生
活
資
金
７
年
、
カ
ー
ド

ロ
ー
ン
１
年
更
新
、
教
育
資
金
10
年
、

住
宅
資
金
30
年

手
当
た
り
次
第
に
架
空
の
請
求
を
行
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。『
㈿
○
○
商
事
△

△
債
権
整
理
回
収
部
』
な
ど
と
そ
れ
ら
し

い
業
者
名
で
請
求
し
、
初
め
て
の
請
求
な

の
に
、「
最
終
通
知
書
」
と
あ
っ
た
り
、「
放

置
す
る
と
最
終
的
に
自
宅
・
勤
務
先
ま
で

回
収
に
行
く
。
交
通
費
も
請
求
す
る
。」

な
ど
と
脅
迫
し
て
い
ま
す
。

　

不
当
な
請
求
に
は
、
連
絡
を
要
求
す
る

ケ
ー
ス
と
、
振
込
み
を
催
促
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
同
封
さ
れ
た
現

金
書
留
封
筒
で
の
送
金
と
な
る
た
め
、
後

者
の
ケ
ー
ス
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
高
額
な
有
料
情
報
料
を
請
求
さ
れ

た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。」「
利
用
し
た

覚
え
は
な
い
が
、
こ
の
ま
ま
無
視
し
て
大

丈
夫
か
。」
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
ア
ド
バ
イ
ス

　

身
に
覚
え
の
な
い
有
料
情
報
利
用
料
金

を
請
求
さ
れ
て
も

◆
不
当
な
請
求
に
、
安
易
に
支
払
っ
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
、
一
切
連
絡

せ
ず
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

◆
絶
対
に
自
分
か
ら
連
絡
し
な
い
よ
う
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◆
脅
迫
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
最
寄
り
の

警
察
署
に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

福
島
県
内
の
最
低
賃
金

■
問
合
せ　

福
島
労
働
局
賃
金
室

　
　
　

☎
０
２
４
─
５
３
６
─
４
６
０
４

不
当
な
請
求
に
気
を
つ
け
て

　

突
然
、
自
宅
に
手
紙
が
届
き
、
中
を
見

る
と
最
終
通
知
書
と
現
金
書
留
封
筒
が
入

っ
て
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
携
帯
電
話

の
利
用
で
覚
え
の
な
い
有
料
ア
ダ
ル
ト
番

組
・
出
会
い
系
サ
イ
ト
番
組
の
未
納
利
用

料
金
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　

何
ら
か
の
名
簿
を
入
手
し
た
業
者
が
、

●
返
済
方
法　

月
賦
返
済
ま
た
は
月
賦
・

ボ
ー
ナ
ス
併
用
返
済

●
融
資
利
率
（
年
）　

生
活
資
金
２
・
５

％
、
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
６
・
３
％
、
教

育
資
金
２
・
０
％
、
住
宅
資
金　

変
動

２
・
２
７
５
％　

固
定
４
・
０
１
％

●
保
証
料
（
年
）　

生
活
資
金
０
・
７
３

％
、
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
１
・
２
％
、
教
育

資
金
０
・
６
０
％
、
住
宅
資
金
０
・
１
６

％
●
申
込
み　

県
内
の
東
北
労
働
金
庫
各
支

店　

☎
０
１
２
０

－

１
９
１
９

－

６
２

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
問
合
せ　

県
庁
労
政
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
─
５
２
１
─
７
２
９
７

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

心
の
病
な
ど
の
た
め
に
、
人
と
交
流
し

た
り
、
外
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
苦
手
な

方
が
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
そ
の
よ
う
な
方
々
と

接
し
な
が
ら
、
人
と
の
繋
が
り
を
広
げ
、

地
域
で
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
お

手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
養
成
し
ま
す
。

教
室
・
講
座

最低賃金（産業）名
最低賃金額

効力発生日１時間
福 島 県 最 低 賃 金

（下記５産業を除く全産業） 610 円 14.10.  1

非 鉄 金 属 製 造 業 714 円

15.12.  1

電 気 機 械 器 具 製 造 業
情 報 通 信 機 械 器 具 製 造 業
電子部品・デバイス製造業

674 円

輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業 708 円
精 密 機 械 器 具 製 造 業 703 円
自 動 車 小 売 業 702 円

◆福島県内の最低賃金はすべて時間額のみになりました。
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●
日　

時

　

１
月
21
日
㈬
・
23
日
㈮　

13
時
30
分
～

　

２
月
５
日
㈭　
　
　
　
　

13
時
00
分
～

●
内　

容

　

講
話
、
作
業
所
見
学
、
活
動
体
験
な
ど

●
場　

所　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
会
議
室

（
白
河
市
郭
内

127
）

●
定　

員　

20
名
（
先
着
順
）

●
申
込
み
〆
切　

１
月
14
日

●
申
込
み
・
問
合
せ

　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所　

障
害
者
支
援
チ
ー
ム

☎
２
２
─
５
６
４
９

FAX
２
２
─
５
４
５
１

村
営
住
宅
入
居
者

　

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
居
希
望
の
方
は
、
条
件
等
を
確
認
の

上
、
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
申
込
者
多
数
の
と
き
は
、
入
居

者
は
抽
選
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間

１
月
５
日
㈪
～
１
月
15
日
㈭

●
募
集
対
象
村
営
住
宅

　

杉
山
団
地

　

一
世
帯　

６
畳
２
部
屋
４
・
５
畳
Ｄ
Ｋ

　
　

所
在
…
西
郷
村
大
字
米
字
杉
山
前
25
番
１

　

岩
下
団
地

　

一
世
帯　

６
畳
２
部
屋
４
・
５
畳
Ｄ
Ｋ

　
　

所
在
…
西
郷
村
大
字
小
田
倉
字
岩
下
75
番
１

　

新
川
谷
特
賃
団
地

　

一
世
帯　

６
畳
２
部
屋
Ｄ
Ｋ

　
　

所
在
…
西
郷
村
大
字
真
船
字
川
谷
62
番
１

■
申
込
み
・
問
合
せ　

建
設
課

第
31
回
村
民
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会

●
日
時

　

２
月
15
日
㈰　

※
延
期
し
ま
せ
ん
。

●
会
場

　

羽
鳥
湖
ス
キ
ー
場
（
岩
瀬
郡
天
栄
村
）

　
　

メ
ル
ヘ
ン
コ
ー
ス
内
ナ
ス
タ
ー
コ
ー
ス

　
　
　

集
合
・
受
付　

８
時
30
分
～
50
分

　
　
　

開
会
式　
　

９
時
～

　
　
　

競
技
開
始　
　

10
時
～

●
参
加
資
格

　

西
郷
村
民
及
び
村
内
に
職
を
有
す
る
方

　

小
学
生
以
上

●
競
技
種
目

　

ス

キ

ー

の

部　

13
部

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部　

８
部

●
競
技
方
法　

大
回
転
２
本

●
表
彰

　

ス
キ
ー
の
部
各
部
門
１
～
３
位
に
は

─
─
◇
─
─
─
◇
─
─
─
◇
─
─

賞
状
と
メ
ダ
ル
、
総
合
優
勝
に
は
ト
ロ

フ
ィ
ー
。

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部
各
部
門
１
～
３

位
に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
。

●
参
加
料　

１
人　

１
、０
０
０
円

　
（
保
険
料
含
む
、
リ
フ
ト
代
自
己
負
担
）

　

※
中
止
の
場
合
で
も
返
納
し
ま
せ
ん
。

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

２
月
６
日
㈮
ま
で
に
料
金
を
添
え
て
左

記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

あ
な
た
の
心
の
中
の
童
謡
・
唱
歌

　

２
月
14
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
『
西
郷
村

文
化
協
会
20
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
』
で

は
、
心
に
残
っ
て
い
る
童
謡
・
唱
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

曲
目
と
そ
の
曲
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
原
稿
用
紙
１
枚
程
度
に
お
書
き
い
た

だ
き
、
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

採
用
さ
れ
た
方
１
名
の
曲
と
エ
ピ
ソ
ー

募　
　

集

ド
を
コ
ン
サ
ー
ト
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
募
集
〆
切　

１
月
16
日
㈮

■
提
出
先
・
問
合
せ

西
郷
村
文
化
協
会
20
周
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

放
送
大
学
学
生
募
集

平
成
16
年
度
第
１
学
期

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

●
募
集
期
間

　

大
学
・
大
学
院
修
士
科
目
生

　
　
　

平
成
15
年
12
月
15
日
㈪
～

　
　
　

平
成
16
年
２
月
29
日
㈰

■
資
料
請
求
・
問
合
せ

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
─
９
２
１
─
７
４
７
１

お
詫
び

　

村
で
は
、
一
定
額
以
上
の
寄
付
を
な
さ

れ
た
方
に
対
し
て
、
文
化
の
日
に
感
謝
状

を
贈
り
、
本
誌
12
月
号
に
贈
呈
者
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
教
育
振
興
の

た
め
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
小
針
一
夫
様

（
間
ノ
原
）
が
漏
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ

こ
に
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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日 月 火 水 木 金 土
1元旦

4
消 防 団 出 初 式
（8:30 熊倉小校庭）
あそびの学校「糸
引きこま」（13:00
受付　ジャスコ白
河西郷店）

5官庁仕事始め 8
小中学校第３学期
始業式（各小中学
校）

9
心配ごと相談会
（13:30 高齢者生活
支援センター）

10
村民新年会（11:00
グランディ那須白
河）

11
平成 15 年度西郷
村成人式（10:00
文化センター）

12成人の日 14
パパとママの子育
て講座（２ヵ月児）
（9:30 保健福祉セ
ンター）

15
母子手帳交付・健
康 相 談（13:00 保
健福祉センター）
12 ～ 13 ヵ月児健
康相談（9:30 保健
福祉センター）
西郷村交通安全祈
願 祭（11:00 鹿 島
神社）

16
村立幼稚園始業式
（村立幼稚園）

17
親 子 名 作 劇 場
（10:00 文化センタ
ー）

19
平成 16 年度児童
クラブ入会登録申
請受付（14:30 小
田倉児童クラブ）

20
４ヵ月児健康診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）
平成 16 年度児童
クラブ入会登録申
請受付（14:30 熊
倉児童クラブ）

21
平成 16 年度児童
クラブ入会登録申
請受付（14:30 米
児童クラブ）

24
ふるさと探検隊
（7:00 羽鳥湖スキ
ー場）

25
文化財防火デー訓
練（8:30 長坂・七
仏薬師堂）

26
行政相談所（13:30
文化センター）
心配ごと特別相
談会（13:00 高齢
者生活支援センタ
ー）

28
歯科クリニック
（幼児 13:00、６才
児 13:45 保健福祉
センター）

29
母子手帳交付・健
康 相 談（13:00 保
健福祉センター）

31
村民スキー・ス
ノーボード教室
（7:00 羽鳥湖スキ
ー場）

2004 年 1 月
January行事
レカ ンダー

●今月の顔────
餅つき大会（みずほ保育園）

に参加した子どもたちです。

2

18

7

2322

3027

13

6

3

★西白河郡内の主な行事です (NPO法人カルチャーネットワーク提供）

・1/6 ～ 18　まが玉づくり・昔のおもちゃで遊んでみよう
（まほろん 9:30 月㉁）
・1/10　スノーマライゼーションふれあい雪ん子親子ミー
ティング（那須甲子少年自然の家 13:00）

・1/14　映画の日「おやゆび姫」「鉄腕アトム」「子だぬき
愛情物語」（白河市中央公民館 10:00）

・1/17 ～ 2/1　まが玉・くだ玉づくり、土器をつくろう（ま
ほろん 9:30 月㉁）

・1/22　おかあさんといっしょ（矢吹町図書館 11:00）
・1/24　白河旭高校写真クラブ写真展（マイタウン白河
9:00）

・2/1　あそびの学校「ビー玉万華鏡」（ジャスコ白河西郷店 13:00 受付）



	

書

詩

「
ゆ
め
の
ち
ょ
う
ち
ょ
」

 

「
雨
」

「
希
望
」

熊
倉
小
学
校
三
年

　
　
　

矢　

尻　

竜　

也

熊
倉
小
学
校
一
年

　
　
　

添　

田　

美　

祈

図
画

　

ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー
雨
の
音

　

シ
ト
シ
ト
シ
ト
雨
の
音

　

ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
雨
の
音

　

同
じ
雨
な
の
に
、
ど
う
し
て

　

い
ろ
い
ろ
な
音
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
。

　

ぼ
く
た
ち
に

　

せ
い
か
く
が
あ
る
よ
う
に

　

雨
に
も
せ
い
か
く
が
あ
る
の
か
な
ぁ
。

　

ザ
ー
ザ
ー
ザ
ー

　

ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ

　

シ
ト
シ
ト
シ
ト

　

や
っ
ぱ
り
雨
に
も
せ
い
か
く
が
あ
る
の
か
な
ぁ
。

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
）

担
任
の
大
戸
恵
美
子
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
渡
邉
慶
子
先
生
か
ら
一
言 

担
任
の
吉
澤
哲
則
先
生
か
ら
一
言 

熊
倉
小
学
校
五
年

　
　
　

班　

目　

沙　

耶

人口と世帯数（12月 1日現在）人口 19,333 人（前月比 +47）男 9,704 人（+18）女 9,629 人（+29）世帯数 5,941 戸（+22）

　

ス
パ
ン
コ
ー
ル
や
折
り
紙
や
リ
ボ
ン
の
使
い
方

が
と
て
も
上
手
で
す
。
ゆ
め
の
ち
ょ
う
ち
ょ
に
乗

っ
て
に
じ
の
世
界
を
探
検
し
て
い
る
の
ね
。
楽
し

そ
う
ね
。

　

今
年
の
冷
夏
は
大
変
で
し
た
。
し
か
し
子
ど
も

た
ち
は
そ
の
冷
夏
・
長
雨
も
楽
し
く
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
竜
也
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
雨
の
音
を

上
手
に
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね

　

字
配
り
に
気
を
つ
け
、
形
の
整
っ
た
美
し
い
文

字
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
始
筆
、
終
筆
も
き
ち

ん
と
で
き
て
お
り
、
大
変
す
ば
ら
し
い
で
す
。
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